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平成 28 年度日中韓ユース・サミットの記録 

（対象国：日本・中国・韓国） 

 

１．プログラム概要 

日中韓三か国の「地域における信頼と協力を構築する」という共通目標のもと，中国・ 

韓国から大学生・大学院生 20 名が，8月 22 日～8月 26 日の日程で来日し，日本の大学 

生・大学院生 10名を含む 4泊 5日の「日中韓ユース・サミット」に参加しました。 

一行は，都内にて，オリエンテーション及び日中韓関連の講義を聴講，少子高齢化社 

会における地域づくりをテーマとして，グループ毎に各国の状況についての意見交換，

少子高齢化問題についての講義を聴講しました。その後，石川県を訪問し，テーマに関

する講義の聴講，施設等の見学及び関係者や地元金沢大学の学生と交流し，老若男女，

障害の有無に関わらず，みんなが支え合う社会を目指し，斬新な取り組みを進めている

生涯活躍の街づくりの取り組みについての理解を深め，グループ毎に多文化共生に関す

る意見交換を行いました。また，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信

を行いました。都内に戻り，帰国前に，訪日経験を活かしたテーマについての政策提言

をグループ毎に発表し, 日中韓三か国へ同政策提言を提出しました。 

【参加国・人数】 

30 名(日本 10 名、中国 10 名、韓国 10 名） 

【訪問地】 

東京都,石川県 

 

２．日程    

8 月 22 日（月曜日）  

羽田国際空港より入国 

来日時オリエンテーション 

【講義聴講】テーマ：日中韓関係・交流の重要性，日中韓三国協力事務局の役割 

講師：日中韓三国協力事務局 事務局次長 梅澤 彰馬氏 

8 月 23 日（火曜日）  

【意見交換】各国の少子高齢化問題について 

【講義聴講】テーマ：活力ある超高齢化社会を共創するまちづくり 

講師：東京大学 高齢社会総合研究機構 特任講師 後藤 純氏 

【日本の伝統文化体験】浴衣・温泉 

8 月 24 日（水曜日）  

【テーマに関する視察・交流】シェア金沢，行善寺 

【講義聴講】テーマ：福祉で描く JAPAN WAY（生涯活躍のできる街づくり） 

講師：社会福祉法人佛子園理事長 雄谷 良成氏 

【意見交換】多世代共存の街づくりについて 

8 月 25 日（木曜日） 

【日本の伝統文化視察】兼六園 
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  東京へ移動 

【日中韓ユース・サミット】政策提言の発表，歓送会 

8 月 26 日（金曜日）  

【日本の近代文化視察】秋葉原 

羽田国際空港より出国 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

8 月 22 日 日中韓三国協力事務局の講義 8 月 22 日 歓迎会 

22nd August, the Lecture by Trilateral 
Cooperation Secretariat  

22nd August, the reception party 

  

8 月 23 日「少子高齢化」について意見交換 8 月 23 日 東京大学後藤講師による講義 

23rd August, the discussion of the low 
birthrate and longevity problem 

23rd August, the lecture by Mr. Goto from 
the university of Tokyo 
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8 月 23日 温泉や浴衣を通じた日本文化体験 8 月 24 日 シェア金沢訪問 

23rd August, the Japanese cultural 
experience (Hot spring and Yukata) 

24th August, Visit to Share Kanazawa 

  

8 月 24 日 佛子園雄谷理事長による講義 8 月 24 日 グループによる意見交換 

24th August, the lecture by Mr. Ryosei 
Ohoya of Bussi-en President. 

24th August, the group discussion 

 
 

8 月 24 日 行善寺訪問 8 月 25 日 兼六園訪問 

24th August, Visit to Gyozen-ji 25th August, Visit to Kenrokuen 
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8 月 25 日 政策提言のグループ別発表 8 月 25 日 政策提言のグループ別発表 

25th August, the Presentations of the 
policy recommendations by groups 

25th August, the Presentations of the 
policy recommendations by groups  

  

8 月 25 日 政策提言のグループ別発表 8 月 25 日 政策提言の提出 
25th August, the Presentations of the 
policy recommendations by groups 

25th August, Submitting the policy 
recommendations 

  

8 月 25 日 日中韓三カ国協力事務局 岩谷 

滋雄前事務局長による総評 

8 月 25 日 各国代表者による挨拶 

25th August, Comments by Mr. Shigeo 
Iwatani from former secretary general of 
Trilateral Cooperation Secretariat 

25th August, Opening Remarks by 
representative students from each countries 
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8 月 25 日 学生と来賓，関係者との集合写真 

25th August, Photo session of the Students, the guests and related persons 
 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本人学生  

 １．シェア金沢:シェア金沢で働く人々は,石川県に若者が残るよう様々な取り組みをして 

いることを学びました。その取り組みが実を結ぶことを願っています。 

 2.佛子園:「ごちゃ混ぜ」という，一つの場所に様々な人々が生活するスタイルがありま 

す。これを維持することは困難ですが，佛子園に住んでいる人々は，自身の生活を楽しみ 

お互いに協力し合っています。私は，それが高齢化社会の理想的なライフスタイルのよう 

なものだと思います。様々な人との共存は，高齢化社会の鍵となると思います。 

 

◆ 中国人学生   

 私にとって,どちらかといえばこの深刻な課題について日本と韓国の仲間と取り組んで

いくのは初めての事でした。もちろん課題に対しての私たちの考えや表現に違いはありま

したが,このことが私たちの関係をより良いものにし,プログラムを終了できたと思ってい

ます。若者世代間の交流がより頻繁に行われるようになれば,将来社会の柱となる人達が, 

より習慣づいて,他国を尊重できるようになり,互いの国が円滑に協力し合えるようになる

と信じています。 

 

◆ 韓国人学生  

 このサミットは,ただ同じ学校へ通うよりも,お互いの考え共有したり友情関係を築けた

大変エネルギッシュな機会でした。日本・中国・韓国は,共通点が多く歴史的背景がとても

似ていると感じました。また,双方の関係構築と強化には素直に接することが平和をもたら

すカギだとわかりました。韓国ですぐに取り入れたい多くの提案と政策がありました。 
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５．受入れ側の感想 

 施設への訪問，実施されているプログラム，施設利用者の状況などあらゆるところに

興味を持ち貪欲に学ぼうとする姿勢が感しられ，参加者の少子高齢化問題や多世代共

存への強い関心がうかがえました。（佛子園関係者） 

 

 参加全員がプレゼンを真剣に聞いており，幅広い分野に対する質問がでるなど，参加

者の意識の高さと国を代表して参加しているという自覚が見て取れました。（金沢大学

学生） 

 

 言葉の壁はありましたが，意見交換を通して，一緒に楽しみながらお互いを理解する

ことができました。次の機会があれば積極的に参加したいと思いました。(金沢大学学

生) 

 

 

６．参加者の対外発信 

 

 

韓国人学生の発信（抜粋） 

ユース・サミットの一員として参加できた

ことを非常に嬉しく思います。本サミット

では、違う価値観を互いに共有し合うこと

の大切さを学びました。 

日本人学生の発信（抜粋） 

たった5日間という短いプログラムでした

が他参加者には非常に親近感が感じられ

ました。参加者との思い出は生涯の宝物で

す。 
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７．各グループにおける政策提言の発表（主な内容） 

  

＜グループ A＞ 

・高齢に伴う病気について理解を深める 

・慢性疾患といった長期ケアに対するヘル 

スケアシステムの向上 

・在宅医療の提供 

＜グループ B＞ 

・補助金・奨励金の提供 

・高齢者を地域復興のヘルパーとして雇う 

・高齢者コミュニティ関連の助言サービス

を行う 

  

＜グループ C＞ 

・高齢者の持つ知識をネットのビデオやサ

イトで配信する機会を持つことで，先人

たちの持つ知恵を若者が得ることがで

き，多文化共生につながる 

＜グループ D> 

・高齢者に働く環境を提供する事が大切 

例）海外の学生に母国語を指導し，政府

や学生たちから謝礼金を受け取る等 

 

＜グループ E＞ ・男女の不平等さを最小限に抑える ・デイケアセンターの設立 

・産休の付与 ・国・地方自治体による支援 

 


